
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児玉 一八（こだま かずや） 
 
理学ジャーナリスト。1960年福井県武生市(現在、
越前市)生まれ。1980年金沢大学理学部化学科
在学中に第１種放射線取扱主任者免状を取得。
1988年金沢大学大学院医学研究科博士課程修
了。医学博士、理学修士。専攻は生物化学、分
子生物学。現在、核・エネルギー問題情報セン
ター理事、原発問題住民運動石川県連絡センタ
ー事務局長 

 

著書：単著として『活断層上の欠陥原子炉 志賀
原発』（東洋書店）、『身近にあふれる「放射線」
が３時間でわかる本』（明日香出版社）、『原発で
重大事故－その時、どのように命を守るか？』
（あけび書房）。共著として『放射線被曝の理科・
社会』（かもがわ出版）、『しあわせになるための
「福島差別」論』（同）、『さし迫る原発の危険』
（リベルタ出版）、『福島事故後の原発の論点』（本

の泉社）、『福島第一原発事故10年の再検証』（あ

けび書房）、『福島の甲状腺検査と過剰診断』
（同）、『科学リテラシーを磨くための７つの
話』（同）、『気候変動対策と原発・再エネ』（同）、
『どうするALPS処理水？』（同）など 

写真：児玉一八さん撮影 

2025年６月２１日(土)
13：10～15：30


